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（1）
　
広
報
誌
「
武
蔵
台
だ
よ
り
」
の
編
集
を

２
年
間
担
当
す
る
内
に
、
武
蔵
台
の
将
来

を
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、「
私
は
会
社

人
間
、
自
治
会
は
や
れ
る
人
に
任
せ
て
お

け
ば
そ
れ
で
よ
し
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

右
肩
上
が
り
の
経
済
社
会
、
子
供
た
ち
や

子
育
て
世
代
の
若
い
人
た
ち
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
満
ち
溢
れ
て
い
た
時
代
、
そ
ん
な

社
会
や
時
代
環
境
は
、
今
日
大
き
く
様
変

わ
り
を
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
み
ん
な
が
、
今
と
こ
れ
か
ら
の

街
の
課
題
を
考
え
、
将
来
の
街
の
在
り
方

を
提
言
し
、
か
か
わ
る
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
、
今
ま
さ
に
必
要
な
こ
と
と
思
い

ま
す
。
問
題
を
集
約
し
、
そ
の
解
決
に
向

け
て
の
具
体
的
な
道
筋
を
示
す
こ
と
が
、

自
治
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、目
標
に
向
か
っ

て
行
動
を
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
社
会

的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
物
理
的
に
も
い

ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
み
な
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
状
に

無
理
の
な
い
範
囲
で
、
そ
の
行
動
に
参
画

頂
き
た
い
の
で
す
。「
無
関
心
。
批
判
は

す
る
が
解
決
策
は
示
さ
な
い
。」
か
ら
、「
み

ん
な
で
言
い
出
し
っ
ぺ
に
な
っ
て
、
み
ん

な
で
や
ろ
う
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
！
」

と
い
う
発
想
や
行
動
を
と
っ
て
頂
き
た
い

の
で
す
。
武
蔵
台
を
『
お
年
寄
り
か
ら
子

供
ま
で
、
み
ん
な
が
住
み
た
い
と
思
う
素

お
年
寄
り
か
ら
子
育
て
世
代
ま
で
、
住
み
た
い
・

住
ん
で
み
よ
う
と
思
う
街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
会
長
　
　
柳
　
沢
　
弘
　
二

第
38
回
定
例
総
会
を
開
催

　

３
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
武

蔵
台
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
第

38
回
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
総
数
１
、８
８
９
名
、
出
席
者

１
８
８
名
、
委
任
状
９
１
０
名
に
よ
り

総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。
総
会
の
四
議

案
は
、
議
案
書
に
基
づ
き
審
議
さ
れ
、

提
案
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
本
総

会
終
了
後
、
退
任
さ
れ
る
土
井
前
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
新
年
度

役
員
紹
介
の
後
、
新
役
員
を
代
表
し
、

柳
沢
新
会
長
か
ら
は
所
信
表
明
が
あ
り
、

そ
の
後
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
質
疑
応
答
の
概
要
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。�

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

晴
ら
し
い
街
』
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

行
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
武
蔵
台
に
は
、
い
く
つ
か
の
ウ
ィ
ー
ク

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
影
響
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
対
策
を
考
え
、
実
施
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
で

は
、
武
蔵
台
に
は
、
誇
れ
る
い
く
つ
も
の

ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
も
っ
と
も
っ
と
輝
か
せ
、
知
ら
し
め

る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
。
知
恵
を
絞

り
、
仕
組
み
を
考
え
、
そ
れ
を
実
践
す
る

行
動
が
必
要
で
す
。

　
武
蔵
台
は
、
自
然
災
害
に
強
い
地
質
・

地
形
、
安
全
で
安
心
で
き
る
治
安
環
境
、

保
育
園
、幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
そ
ろ
っ

て
い
る
子
育
て
・
教
育
環
境
、
病
院
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
、介
護
施
設
が
充
実
し
て
い
る

健
康
医
療
・
福
祉
環
境
、
そ
し
て
、
毎
日

の
生
活
の
利
便
性
を
支
え
て
く
れ
る
郵
便

局
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
豊
か

で
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
の
方
た
ち
が
一
世
帯
で
も

多
く
移
り
住
み
、
街
に
活
力
が
戻
る
日
を

目
指
し
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
近
隣
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

も
、
未
来
を
見
据
え
た
街
づ
く
り
に
は
大

変
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
行

動
を
し
ま
し
ょ
う
、
そ
し
て
信
じ
ま
し
ょ

う
、
素
晴
ら
し
い
未
来
を
！

問
題
は
何
か
？
　
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
　
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
？
　
考
え

ま
し
ょ
う
！
　
情
報
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
！
　
そ
し
て
、
問
題
解
決
に
向
け
た
行
動

に
参
画
し
ま
し
ょ
う
！
　
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
言
い
出
し
っ
ぺ
と
な
り
、
行
動
す
れ

ば
、そ
れ
は
大
き
な
う
ね
り
を
生
み
、新
た
な
仕
組
み
を
創
る
巨
大
な
力
と
な
り
ま
す
。
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薫
風
が
、
山

野
の
万
緑
を
伝

え
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
新
し
い

体
制
の
も
と
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
頂

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
め
ぐ
っ
て
は
、「
少
子
高
齢
化
社
会
」
の

進
行
に
よ
り
、
地
域
社
会
に
様
々
な
課
題
を

抱
え
る
状
況
に
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
健

康
不
安
や
、
独
居
世
帯
の
生
活
不
安
、
空
家

の
増
加
、
は
た
ま
た
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊

詐
欺
の
横
行
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
、
加
え
近

年
は
自
然
災
害
へ
の
不
安
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
一
度
に
解
決
す
る
こ
と
は
、
大
変
難

し
い
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
一
歩

前
進
さ
せ
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
の
下
で

皆
様
が
、
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
街

作
り
に
果
敢
に
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
く
覚

悟
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
会
員
皆
様
が

お
互
い
に
絆
を
深
め
自
助
共
助
と
し
て
支

え
合
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
、
ご
協
力

自
治
会
三
役
挨
拶

質
問
：
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
前
回

実
証
試
験
運
行
の
結
果
を
、
当
時
「
時
期

尚
早
」
と
判
断
し
た
理
由
は
何
か
。

回
答
：
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
、
事
前
の
周

知
徹
底
不
足
等
か
ら
自
治
会
体
制
の
準
備

が
、
整
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。

質
問
：
区
運
営
交
付
金
等
は
、世
帯
数
２
、

２
３
０
世
帯
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
自
治

会
費
は
人
数
記
載
が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
数
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

回
答:

市
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
は
、
非

会
員
を
含
む
全
世
帯
数
が
対
象
で
あ
り
、

自
治
会
費
は
会
員
数
が
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。

意
見
・
質
問
：
自
治
会
館
改
修
費
用
を
賄

う
た
め
に
自
治
会
館
建
設
積
立
金
を
取
り

崩
す
が
、な
ぜ
改
修
費
用
全
額
で
は
な
く
、

一
部
を
前
期
繰
越
金
か
ら
も
っ
て
く
る
の

か
。
ま
た
、
い
つ
新
築
す
る
の
か
、
そ
の

予
定
は
あ
る
の
か
。

回
答
：
大
き
な
金
額
の
前
期
繰
越
金
が
あ

る
た
め
、
先
ず
こ
の
う
ち
か
ら
３
百
万
円

を
充
当
し
、
不
足
残
金
の
５
百
万
円
は
自

治
会
館
建
設
積
立
金
を
取
り
崩
す
考
え
方

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
築
に
つ
い
て
は
場
所
、
資
金

量
等
考
え
る
と
ま
だ
先
と
な
る
。
現
段
階

で
は
補
修
し
な
が
ら
活
用
し
て
い
く
事
を

考
え
て
い
ま
す
。

質
問
・
意
見
：
改
築
検
討
委
員
会
の
検
討

期
間
が
短
い
の
で
こ
れ
は
改
築
あ
り
き
で

は
な
い
か
、
も
っ
と
時
間
を
掛
け
て
新
築

の
検
討
す
る
べ
き
で
な
い
か
。
従
っ
て
継

続
審
議
を
求
め
る
。

回
答
：
委
員
会
の
中
で
新
築
の
議
論
も
出

ま
し
た
、
駐
車
場
を
含
め
も
っ
と
中
央
の

位
置
に
場
所
が
な
い
か
、
２
４
０
０
万
円

の
資
金
は
十
分
か
、
今
の
場
所
に
建
替
え

た
ら
ど
う
か
、
そ
の
期
間
の
活
動
は
ど
こ

で
、
移
転
経
費
は
等
々
、
諸
々
の
課
題
解

決
に
時
間
を
掛
け
て
行
う
方
法
も
あ
る
で

し
ょ
う
、
こ
こ
は
差
し
迫
っ
た
補
修
に
併

せ
多
少
の
改
善
で
利
便
を
図
る
提
案
で

す
。

副会長・区長職務代理
土井　太郎

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
会
長

と
し
て
５
年
間
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
温
か
く
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
は
柳
沢
会
長
の
も
と
で
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

副
会
長
で
安

全
対
策
部
部
長

を
兼
務
し
ま
す

田
中
で
す
。
本

部
役
員
と
し

て
節
目
と
な
る
20
年
目
を
迎
え
ま
す
。
柳

沢
会
長
の
も
と
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
８
月
27
日
に
は
昨
年
と
同

様
の
日
高
市
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
、
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
前
部
長
の

世
良
田
さ
ん
ほ
ど
動
け
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
が
安
全
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
に
精
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
１
年
間
暖
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

副　会　長
田中三千年

　

こ
の
度
の
定

例
総
会
で
は
伝

統
あ
る
「
こ
ま

武
蔵
台
自
治
会
」

の
副
会
長
職
を

お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
に
ぶ

ん
自
治
会
運
営
に
は
疎
く
困
難
な
場
面
が
多

く
出
て
く
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
７
丁
目
地
区
長
を
お
受
け
し
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
約
６
倍
近
い
規
模
の

自
治
会
全
体
を
所
管
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま

た
合
わ
せ
て
広
報
部
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ

り
一
層
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

今
年
は
役
員
の
改
選
が
多
く
出
て
き
た
こ
と

と
、
会
長
交
代
年
度
の
た
め
し
っ
か
り
務
め

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副　会　長
小林　令人

　

今
年
度
事
務

局
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
、

菅
野
で
す
。

　

自
治
会
が
目

指
す
〝
住
み
よ
い
武
蔵
台
〟
実
現
の
活
動
に

寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
自
治
会
館
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
提
案
が
総
会
の
ご
承
認
を
得
ま

し
た
の
で
、
本
年
は
こ
れ
を
実
現
し
早
く
会

員
の
皆
様
の
便
益
に
供
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
次
世
代
の
自
治
会
館
の
構
想
が
具
体
化
で

き
る
ま
で
、
現
行
施
設
の
延
命
化
と
段
差
で

の
転
倒
や
階
段
の
昇
降
負
担
の
軽
減
、
ま
た

車
椅
子
で
の
選
挙
投
票
参
加
等
、
身
近
な
会

館
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

事 務 局 長
菅野　勝利
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平
成
29
年
4
月
１
日
（
土
）午

後
5
時
30
分
～
7
時

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

主
た
る
事
項
は
以
下
の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

（
１
）
役
割
の
分
担
に
つ
い
て

「
平
成
29
年
度
こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
役
員
名
簿
」

の
通
り

（
２
）
定
例
役
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

実
施
日
は
毎
月
第
３
土
曜
日
、
午
後
７
時
か
ら
９

時　
自
治
会
館
２
F
、
地
区
長
ま
で
の
本
部
役
員

が
出
席

本
年
度
の
予
定
日
は
以
下
の
通
り
。
４
月
15
日
、

５
月
20
日
、
６
月
17
日
、
７
月
15
日
、
８
月
19
日
、

９
月
16
日
、
10
月
21
日
、
11
月
18
日
、
12
月
16
日
、

１
月
20
日
、
２
月
17
日
、
３
月
17
日

※
都
合
で
欠
席
さ
れ
る
方
は
、事
前
に
委
任
状（
書

式
事
務
所
に
有
り
）
を
提
出
す
る
。
緊
急
の
場
合

は
事
務
局
へ
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
連
絡
。

（
３
）
三
役
会
議
の
開
催
（
情
報
交
換
並
び
に
役
員

会
の
議
題
調
整
）

ａ
会
長
は
事
案
の
素
案
を
作
成
し
三
役
で
調
整
。

ｂ
三
役
会
は
基
本
的
に
第
３
水
曜
日
の
午
前
10

時
に
開
催

ｃ
役
員
か
ら
の
検
討
議
案
の
提
出
は
、
三
役
会

に
間
に
合
う
よ
う
に
連
絡

（
４
）
４
月
大
掃
除
の
件
に
つ
い
て

４
月
23
日
（
日
）
に
実
施
を
予
定
す
る
。
環
境
衛

生
部
よ
り
３
月
31
日
の
文
書
に
て
回
覧

（
５
）
区
長
要
望
の
取
り
纏
め
に
つ
い
て

５
月
末
ま
で
に
今
年
度
要
望
３
件
を
市
役
所
に
提

出

次
回
役
員
会
で
検
討
、
役
員
の
方
々
に
は
要
望
事

案
の
準
備
、
持
参
を
お
願
い
す
る
。

（
６
）
自
治
会
館
勤
務
体
制
に
つ
い
て
（
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
）

月
曜
日（
柳
沢
会
長
）、水
曜
日（
菅
野
事
務
局
長
）、

金
曜
日
（
小
林
副
会
長
）

事
務
委
託
職
員
の
方
々
は
他
に
、
土
曜
日
の
午
前

10
時
か
ら
12
時
ま
で
。

◆
Ⅱ　

報
告
事
項
◆

（
１
）
地
区
長
か
ら
の
報
告

担
当
地
区
内
の
情
報
を
次
回
よ
り
報
告
。

（
２
）
副
会
長
・
事
務
局
長
、各
専
門
部
か
ら
の
報
告

次
回
よ
り
報
告
。

◆
Ⅲ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長
・
区
長
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ａ
４
月�
９
日�

菜
の
花
祭
り
式
典
、
菜
の
花
祭
り

虹
の
パ
レ
ー
ド�

ｂ
４
月
10
日�
武
蔵
台
中
学
校
入
学
式
、
武
蔵
台

小
学
校
入
学
式

ｃ
４
月
12
日�

フ
レ
ン
ド
幼
稚
園
入
園
式

　
そ
の
他
、
高
麗
地
区
区
長
会
の
予
定
あ
り
、
新

旧
区
長
出
席�

以
上

　
平
成
29
年
度
（
4
月
）

　
臨
時
役
員
会
報
告

平
成
29
年
4
月
15
日
（
土
）午

後
７
時
～
９
時　
　

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
29
年
度
事
業
計
画
の
推
進
に
つ
い
て

ス
ロ
ー
ガ
ン:

お
年
寄
り
か
ら
子
育
て
世
代
ま
で
、

住
み
た
い
・
住
ん
で
み
よ
う
と
思
う
街
づ
く
り

　
平
成
29
年
度
（
４
月
）

　
第
1
回
定
例
役
員
会
報
告

（
５
）
関
係
６
団
体
補
助
金
支
出
に
つ
い
て

・
武
蔵
台
福
祉
ネ
ッ
ト�

７
０
、０
０
０
円

・
青
少
年
健
全
育
成
の
会�

３
０
、０
０
０
円

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団�

１
０
５
、０
０
０
円

（
算
定
の
見
直
し
を
し
支
出
を
検
討
）

・
武
蔵
台
横
手
台
体
育
協
会　
１
０
５
、０
０
０
円

・
武
蔵
台
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

２
５
、０
０
０
円

・
武
蔵
台
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

２
５
、０
０
０
円

（
６
）
慶
弔
規
程
細
則

会
費
未
納
入
の
長
期
不
在
者
の
死
亡
に
よ
る
香
典

支
給
の
運
用
を
、
支
給
す
る
で
き
る
も
の
と
す
る

と
改
訂
。

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
４
月
10
日　
武
蔵
台
中
学
校
入
学
式
、
武
蔵
台

小
学
校
入
学
式

ｂ
４
月
12
日　
フ
レ
ン
ド
幼
稚
園
入
園
式

ｃ
４
月
13
日　
三
役
会

ｄ
４
月
15
日　
本
部
役
員
会

ｅ
自
治
会
緊
急
連
絡
網
配
布

（
２
）
区
長

ａ
４
月　
９
日　
高
麗
地
区
区
長
会
総
会

ｂ
４
月
14
日　
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
／
飯
能
警
察
に
参
加

ｃ
４
月
15
日　
横
手
台
・
武
蔵
台
得
体
育
協
会
定

例
理
事
会

ｄ
４
月
16
日　
高
麗
地
区
区
長
会
議

ｅ
４
月
21
日　
日
高
市
区
長
会
定
例
総
会

以
上

松
前
　
　
静
枝
（
94
歳
）
二
─
十
二
─
十
一

　
　
　
ご
逝
去
日
　
三
月
二
十
六
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
向
け
、
計
画
を
着
実
に
実
施
す
る

た
め
、
委
員
会
／
チ
ー
ム
を
必
要
に
応
じ
設
立

①
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
→
10
月
実
施
に
向
け
て
の

工
程

・
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
基
本
フ
レ
ー
ム
を
役
員

会
で
確
認

・
推
進
チ
ー
ム
を
設
立
し
準
備
作
業
を
展
開

②
自
治
会
館
改
修
事
業

・
事
務
局
主
体
に
推
進
／
重
要
事
項
は
、
適
時
、

三
役
会
、
役
員
会
の
承
認
を
得
る

③
自
主
防
災
組
織
・
体
制
の
充
実

・
田
中
副
会
長
を
リ
ー
ダ
ー
に
委
員
会
を
編
成
し

推
進

④
地
域
生
活
の
安
全
推
進

・
土
井
副
会
長
が
中
心
と
な
り
、
安
全
対
策
の
策

定
、
行
政
と
の
交
渉
を
促
進

・
交
通
安
全
対
策
「
ゾ
ー
ン
30
」

・
滝
不
動
バ
イ
パ
ス
（
仮
称
）
７
月
開
通
後
の
団

地
内
通
過
車
輌
の
実
態
分
析
評
価

⑤
地
域
活
性
化
活
動

・
三
役
会
が
中
心
と
な
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員

会
を
設
置

・
中
期
的
視
点
に
立
ち
、
地
域
関
係
団
体
、
有
識

者
の
参
画
を
求
め
、
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
を

打
ち
出
す

・
行
政
、
東
急
、
西
武
鉄
道
な
ど
へ
の
支
援
要
請

も
視
野
に
入
れ
た
検
討
内
容
と
す
る
。

（
２
）
区
長
要
望
提
出
の
案
件
に
つ
い
て
検
討
（
案
）

①
案-

１�

滝
不
動
通
り
の
歩
道
の
改
修

②
案-
２�

街
路
樹
の
植
替
え
整
備（
複
数
年
事
業
）

③
案-
３�
５
月
役
員
会
時
に
提
案
を
頂
き
検
討
。

（
３
）
挨
拶
運
動
の
推
進

①
具
体
的
な
実
施
内
容
の
検
討,

実
施
計
画
を
策

定
（
５
月
役
員
会
に
て
）

（
４
）
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
（
朝
市
）・
日
高
ガ
ス

展
へ
の
協
力
、
た
こ
焼
き
販
売
（
５
月
28
日
）

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
広
場



日高市唯一の歴史と伝統の酒蔵「高麗王醸造元　長澤酒造株式会社」を訪ねる 
日高市北平沢 335  電話 042-989-0007

武 蔵 台 だ よ り2017年5月1日 （6）

編
　
集
　
後
　
記

　
本
年
度
広
報
部
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
と
中
身
に

つ
い
て
、
大
き
く
変
え
て
い
く
予

定
で
す
。
武
蔵
台
だ
よ
り
と
併
存

し
ま
す
が
、
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
武

蔵
台
の
住
み
よ
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
若
い
世
代
の
方
々
が
移
転

し
て
き
や
す
い
住
環
境
の
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
自
治
会
会
員
の
皆
様
の
生
き

た
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

（
広
報
担
当�

小
林
）

わが街・わが地域・わが暮らしの豆知識

「長澤酒造の蔵開き2017」が今年も開催されます。お酒好きのかたもそうでない方も一度行かれてみてはいかがでしよ
うか?　6月 11日（日）10:00～ 16:00�場所 :中庭（雨天決行）予定となっています。高麗川駅から酒蔵まで無料シャ
トルバス運行。今回同社の代表取締役　長澤義之氏に歴史と伝統の酒蔵のお話を寄稿していただきました。�（広報担当記）

数な酒どころです。埼玉にはそれだけ良質な水と米が揃って
います。
　長澤酒造で使われている仕込み水も伏流水の軟水で、出来
上がる酒は口当たりの良いまろやかな日本酒になります。大き
な酒蔵とは違い、冬の寒さを利用した昔ながらの酒造りです。
工場化されていない酒造りは、造り手の感覚で代々の味が守ら
れています。最近は、酒蔵でしか手に入らない「蔵元限定酒」や、

春の門出に思いを新たに ! 
　フレンド幼稚園、武蔵台小学校、武蔵台中学校の
入園・入学式に出席しました。いずれの式も満開の
桜と素晴らしい天気に恵まれ、皆さんから祝福され
た素晴らしい式でした。今年の新入生は、台小36
人、台中46人。両校とも2クラス編成の新学期ス
タート。台小では次のクラス編成時までに1名の
転出生徒が生ずると1クラス編成になってし�まう
という厳しい少子化の現実がありました。
　今年の自治会の活動方針に掲げましたように、こ
の街の素晴らしい点を積極的に情報発信し、一人で
も多くの人たちが、住んでみよう、住んでみたいと
思う街にしていかなければならないという思いを
改めて考えた入学式でした。
� （自治会長　柳沢記）

詐欺商法に注意を !!
　最近、光通信を無料で実施するという業者が徘
徊しています。まともに電話回線を光り方式に変
えますと3万円以上かかります。住宅内の配線も
かなり手間暇がかかる作業となります。不都合な
要求に遭遇しないように皆さん声を掛け合って注
意を致しましょう。� （広報担当記）

 ～地域の皆さんと福祉をつなぐパイプ役～ 
民生委員・児童委員�蛭子�毅�

　武蔵台には、地区担当の民生委員・児童委員�11�名と主任児
童委員�1�名の計�12�名が�厚生労働大臣の委嘱を受けて地域福祉
の増進に努めるボランティア活動を行っております。�民生委員
法に定められた守秘義務のもと、基本的人権の尊重、政治・宗
教からの独立の立場で活動に努めております。�私たちは、地域
社会における福祉制度の活用・普及に努める一方、地域の身近
な相談相手として福祉をつなぐパイプ役です。福祉制度・支援
サービスの紹介・見守る・訪問する・相談を受ける・関係機関
との連携・協働する等組織・地域のボランティア活動に取り�組
んでおります。主任児童委員は平成６年から各学校区に１名配
置され、教育関係や民生・児童委員と�連携しながら、子供や子
育てに関する支援を行っております。今年は１期３年の一斉改
選があり、新任の民生委員・児童委員が委嘱されました。私た
ち地域住民を取り巻く環境も多様化しております。活動してい
く上で難しく、厳しいものが多々ありますが、皆さんが安心で
きるように支援活動を進めていくよう努力して参ります。

� 氏�　名� 担　当　地　区� 住　　　所�� 電話番号�
�山口　秀子� 武蔵台一丁目�1～ 7・23～ 41� 武蔵台1-25-7� 982-0227
�皆川　禮子� 武蔵台一丁目8～22・42～ 47� 武蔵台1-16-11� 982-3072�
� 中井　照子� 武蔵台二丁目�1～ 13� 武蔵台2-�16-9� 982-3341
�佐藤理影子� 武蔵台二丁目�14～ 28� 武蔵台2-�24-6� 982-1156
�土井紀美江� 武蔵台三丁目6～18� 武蔵台3-11-11� 982-2516�
� 宮﨑　恭子� 武蔵台三丁目�1～５・19～ 29� 武蔵台3-�21-12� 982-1435�
� 平田　俊子� 武蔵台四丁目、七丁目13・16� 武蔵台4-13-5� 982-2605�
� 蛭子　　毅�� 武蔵台五丁目�1～ 4・14～ 21� 武蔵台6-�2-8� 982-5771�
� 北田　文子� 武蔵台五丁目�22～ 29�� 武蔵台5-24- ５� 982-2751�
� 金子　容子� 武蔵台五丁目�5～ 13・六丁目� 武蔵台6-13-10� 982-2854�
� 野上　春夫� 武蔵台七丁目�1～12・14・1５・17～19� 武蔵台7-15-15� 982-0367�
� 新井　信子� 横手台・武蔵台地区（主任児童委員）� 武蔵台2-27-8� 982-1521

日高市民生委員・児童委員及び主任児童委員�名簿�【武蔵台担当】
《平成�28年12�月1日～平成�31年11月30�日》平成�28�年12月1日現在

　日高市北平沢にある高麗王醸造元、長澤
酒造株式会社は、弘化元年（1844）奥武
蔵の山々から流れ出る高麗川のたもとに酒
蔵を築いて173年になります。初代伊三
次郎は良質な水を求め、新潟からたどりつ
きました。埼玉県はあまり知られてはいま
せんが、清酒の出荷量が全国4位を誇る有

6月は夏にぴったりなお酒をゆっくり飲んでいただけるような
企画をしています。また、地元の企業と日本酒のコラボ商品
の開発にも力を入れています。近年の健康志向の影響により
オリジナルの糀（こうじ）甘酒（ビン入り）も人気です。
　このように、日本酒が苦手なお客様でも、気軽にお立ち寄
りいただける蔵元を目指し、日高市唯一の酒蔵を守り続けて
いきたいと思います。

季節ごとに味わっていただきたい旬な味「季
節限定酒」が人気です。
　約8年前から始めた酒蔵祭は、年に3回
行っています。3回とも趣旨が異なり、いろ
いろな年代のお客様で盛り上がります。12
月の酒蔵祭は搾りたての新酒をお届けし、3
月はお雛様とお酒を楽しんでいただきます。




